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News Release

2019年3月12日

株式会社乃村工藝社

株式会社乃村工藝社(本社:東京都港区) がデザイン、設計、施工を手掛ける、パナソニックセンター東京の１階

で、新しい展示が始まりました。これは、東京2020オリンピック開幕まであと500日となった3月12日から公開され、

4月末まで継続します。

パナソニックセンター東京での【東京2020オリンピックに関する展示】の空間プロデュースを担当する乃村工藝社は、

体験型コンテンツを盛り込んだ展示の提案を通じて、来場者の興味を喚起し、大会の機運を盛り上げることに貢献

してきました。今回は、多様性を認め合うこれからの共生社会で不可欠なエレメントである絵記号の理解と認知の

促進につなげる展示を、パナソニックと協働で創造しました。

パナソニックセンター東京について

パナソニック株式会社（映像音響機器カテゴリーにおける、ワールドワイド オリンピック公式パートナー）の各種商品の展

示や体験ゾーンが充実した総合情報受発信拠点。所在地は東京2020オリンピックの舞台のひとつとなる江東区有明。

オリンピック、パラリンピックをより身近に感じていただく１階では、テーマごとの常設展や企画展が定期的に開催されており、

2006年よりその空間プロデュースを乃村工藝社が担当しています。

【東京2020 オリンピックに関する展示】

3月12日(火) パナソニックセンター東京に新コンテンツがオープン

乃村工藝社が、空間プロデュースを担当

乃村工藝社について

東京2020オリンピック競技大会の内部空間・展示空間のデザイン、設計、施工カテゴリーにおけるオフィシャルサ

ポーター。美術館、博物館、スポーツ施設、商業空間などを手掛ける空間プロデュース企業として、プランナー、デザ

イナー、プロダクトディレクターなどの専門職が総計1000名以上在籍しています。ピクトグラムなどのサインを、今後

の共生社会における不可欠のエレメントとして、空間のデザイン、設計､施工に取り入れています。

パナソニックセンター東京１階で3月12日から公開の新展示 イメージ

https://bit.ly/2TBHrWP
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パナソニックセンター東京での東京2020オリンピックに関する展示

乃村工藝社による、匠を凝らしたデザイン、設計、施工

乃村工藝社は、空間プロデュースの側面から、オリンピック・ムーブメントを展示空間や内装空間で表現することにより、

東京2020オリンピックが、世界中の人々が多様性と調和の重要性を改めて認識し、共生社会をはぐくむ契機となる

ことを目指しています。

●2019年 3月12日より公開 特別展示：Diversity 多様性を彩るピクトグラム

さまざまな人が共生する社会では、言語を使わない情報伝達手段ピクトグラムの役割がますます重要となります。

乃村工藝社は、企業PR施設、展示会イベント、博覧会、博物館で培ったデザイン、設計、施工の実績を活かし、

スポーツ、フード、災害等様々なピクトグラムの活用事例の紹介をパナソニックと協働で取り組みました。

【本リリースに関するお問い合わせ先】 株式会社乃村工藝社 東京2020オリンピック・パラリンピック推進室

Mail: tokyo2020@nomura-g.jp ｜ Tel: 080-9546-2020 

【特設サイトURL】 https://www.nomurakougei.co.jp/tokyo2020
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乃村工藝社は、他にも、パナソニックからの請負業務として以下のよう

な展示空間の、デザイン、設計、施工を担当しています。

●2015年より 常設展示中：Active Learning Camp

オリンピズムの精神や価値を子供たち一人ひとりが、自主的に考えな

がら楽しく学べる。パナソニックの最新技術を活用した展示空間。

●2018年 特別企画展（終了)：The Moment - Artistic way of looking at sports –

フランス人アーティストによる「インテンシブ・フォトグラフィ」スポーツシーンを長時間露光で撮影することで、人種

や性別も認識できないシンプルなモーションをとらえたピクチャー

●2017年 特別企画展（終了)：The Passions みんなの"熱"が未来をつくる

東京1964大会や、東京2020のクリエーターたちのパッションを感じてもらうインタラクティブなコンテンツ

●2016年 特別企画展（終了、一部が常設)：文化のちから くらしを彩る、ニッポンの美意識

日本の四季の美意識を切り口に、パナソニックが大切にしているくらしにまつわる日本の伝統文化を、デジタルソ

リューションとアナログを掛け合わせて展示した空間

フード ピクトグラム
（アレルギー食品表示）

災害 ピクトグラム
（避難表示）

mailto:tokyo2020@nomura-g.jp
https://www.nomurakougei.co.jp/tokyo2020
https://bit.ly/2CaO4FD
https://bit.ly/2TBxBEi
https://bit.ly/2NPQUEp
https://bit.ly/2UrKXjx
https://bit.ly/2SPwpIQ
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Designer Introduction

オリンピックの価値を感じた時

東京2020に向けた日本文化にまつわる企画展示に関わったメンバー全員が、「やっぱり、自分は日本人だ

なって思った」と口々に言い出したときです。この国際的なスポーツイベントに関する仕事にかかわることで、自分

やチームの仲間がスポーツだけでなく、日本文化について本質的に考えるチャンスを与えてもらえたといえます。

開催国日本で生まれ育った私たちにとって、自国の文化を改めて認識し直す貴重な機会となり、それもまたオ

リンピックの存在価値なのだと感銘を受けました。

私にとって、工夫を凝らして展示空間を創りだすことは、単にとても大きな意義があります。なぜ今それをやるの

かという本質的な理由を突き詰めることで、仕事に対する熱意が生まれます。そして一度「伝えたい」という想い

が生まれれば芯がブレることはありません。だから、担当する全てのプロジェクトを真に本質のある企画にするまで

に丁寧に時間を掛けて全力で取り組んでいます。

私たち乃村工藝社が、東京2020のスポンサー企業各社にご提案する展示空間が、オリンピックとパラリンピッ

クのムーブメントの推進力となり、後世に受け継がれるレガシーとなる一助となればいいなと考えています。

山口 茜｜Akane Yamaguchi

九州大学工学部建築学科卒 2001年入社

乃村工藝社 クリエイティブ本部 デザイン1部 グループ2 グループリーダー

【山口茜に関するお問い合わせ先】 株式会社乃村工藝社 東京2020オリンピック・パラリンピック推進室

Mail: tokyo2020@nomura-g.jp ｜ Tel: 080-9546-2020 

【特設サイトURL】 https://www.nomurakougei.co.jp/tokyo2020

空間デザイナーとして、大手企業のコミュニケーション空間の企画、

設計業務にかかわる。

2004年よりパナソニック グループのショールームやイベントなどさ

まざまな案件を担当する乃村工藝社チームのデザイン担当者と

して、企業理念やブランドメッセージの発信の空間演出に携わる。

近年は、パナソニック株式会社（映像音響機器カテゴリーにお

ける、ワールドワイド オリンピック公式パートナー）が主催する、

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に関する展示の

空間デザインの企画や演出の中心的な存在として独創的な提

案に取り組んできた。
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